上之郷小学校　防災教育推進事業
第５学年　　　社会科　学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　日　時　：　平成２５年１２月１２日　（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　５校時　（１３：５５～１４：４０）
場　所　：　３階　　５年生教室　　

授業者　：　
１．小単元名　　　「自然災害を防ぐ」　
２．指導の立場　　　
(1) 教材について
児童は，昨年度から行ってきた「命を守る学習」の中で外部講師を招いての授業では，以下のような様々な経験を積んできた。
①可茂土木事務所による砂防講座
②可茂消防事務組合御嵩分署の救命救急士による心肺蘇生法実習
③岐阜県防災航空隊による防災ヘリコプターの救助救出訓練見学
④岐阜大学工学部教授による親子災害図上訓練
⑤御嵩町による防災訓練
我が国の国土は，地震や津波，風水害，土砂災害，雪害などの様々な自然災害が起こりやすく，その被害を防止するために国や県（都，道，府）などが様々な対策や事業を進めているが，児童が積んだ経験は，いわゆる「公助」の役割を学ぶ本単元の学習そのものであったと言ってもいい。
しかし2011年3月に起きた東日本大震災でも明らかになったように「公助」には限界がある。
いつどこで起きるか分からないさまざまな災害を乗り越えて生き抜くために，私たちは「公助」だけに依存せず，自らが互いに協力し合い（共助），何よりも自分自身が防災の意識を高めて日頃から備える（自助）姿勢が重要である。
指導内容は，以下の記述に基づくが，児童がこの点に気付くために，本単元は，これまでの学校防災を支えてくださってきた御嵩町消防団の第一分団の活動と団員の方々の生き方を扱う。
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新聞やテレビやラジオやインター

ネットで、毎日、天気のニュース

を見ている。

9 4 1 10 3 1

2

災害がおこったときのひなん場所

を、家族で決めている。★

5 6 3 8 6 0

6

ひなんするときの、水・食料・ね

ん料などを家の人が準備してい

る。★

2 7 5 5 5 4

13

避難準備情報（ひなんじゅんび

じょうほう）の意味を知ってい

る。
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味を知っている。
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知っている。★
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(2) 児童の実態〔男子６名、女子８名、合計１４名〕
1 社会科の授業に関わって
学校教育目標の具現のために過去の主題研究でも取り組んできている「話し方・聞き方」
指導の定着で，本学級の児童は，みな自分の考えをもち発言することが大切であるという
ことに気付いている。
けれども，一部の児童は，自分の意見が正しいかという不安を感じているのか，発言に
はやや消極的である。また，意見をもてているのに自分と似た意見を仲間が発言するとそ
れ以上発言しない児童もいた。
そこで，児童には，根拠を明らかにして意見をもち発言することは，それが正しいか正
しくないかより価値があることを指導するように努めてきた。
特に社会科は，「なぜ○○なのか」ということを考えさせるような問い返しを行い，資
料から明らかになった事実，意見の根拠を考えさせてきた。
そのため，個人差はあるものの，以前より意欲的に資料を読み取ったり，意見は同じで
も別の資料と関連付け，他の根拠を示したりする児童が増えてきている。
2 防災教育に関わって　　
東日本大震災から２年以上経過しようとしている今も，我が国では絶えず，様々な自然災害
のニュースが流れている。特に大雨による災害は梅雨時から全国各地で起きており，いつどこ
で起きてもおかしくない状況にある。上之郷地区も例外ではなく，２年前の大雨による土砂災
害が起きており，それ以降，大雨に対する警戒が以前より強まっている。
本学級には，一晩中避難所となった中学校の体育館で過ごした児童や，自宅近くで土砂崩れ
が起き，不安な日々を過ごした児童，家族と一緒に親戚の家に一時的に避難をした児童がいる。
これらの体験をした児童を，本単元の中で位置付けていきたいと考えている。
児童の防災意識調査ⅢとⅣの一部　　平成25年度　調査Ⅲ：5月2日　調査Ⅳ：11月25日実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は回答人数）　
上段５月，下段11月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【設問19】の「災害がおき，家があぶないとき，一人だったらどうするか。」に対し，
以前より「どちらともいえない＝どうするかわからない」が減り
「はい＝一人でも避難する」が半分を占めた。
「いいえ＝家族の人が来るのを待つ」と答えた児童も，
避難せざるを得ないような状況になった時のための家族での話し合いによるものだった。
「どちらともいえない」
には，一人でも避難しなければいけないと分かっているが，実際にそのような状況になったら，
「どうしたらよいか分からなくなると思う」
という児童や，やっぱり家族と一緒にという児童がいる。
【設問28】の「しょうらいもずっと上之郷にすみつづけたい」では，
「いいえ」
と答えた児童はいなかったものの，
「はい」よりも「どちらともいえない」
と答えた児童が増えた。
けれども，これはふるさとの災害に不安を感じる理由から増えたのではなく，自分の
将来の夢と，より都会的な暮らしへの憧れが理由ではないかと考えている。
本単元の学習で，消防団の方々の，ふるさとへの深い思いや強い使命感を知った児童は，
どのように自分を見つめ直すのか，その変容も検証していきたい。
　
（３）研究内容に関わって
《研究主題》



＜視点１＞消防団の活動を資料として扱うことは，自然災害が起こりやすい我が国では日頃から防災に関心をもつなど一人ひとりが防災意識を高めることが大切であることに気づく内容として適切であったか。
　　　　　　　自然災害で被害を防止するには，「公助」では限界があり，「自分たちの命と地域は自分たちで守る」ことが大切だと気付くことができるようにするために，御嵩町消防団第一分団の活動と団員の方々の思いを取り上げる。
災害の時，もし自分が逃げずに（逃げ遅れて）被災して行方不明になったら，この方たちは，自分の仕事や家族がどんなに心配でも，命がけで助けに来てくれることを知り，自分は何をすべきなのか見つめ直すことができるようにする
＜視点２＞消防団の活動を説明する写真・図などの資料と団員の方へのインタビューは本時の指導内容を理解するために適切であったか。
　　　　　　　本時は，消防団の活動（訓練・打合せ・見回り・様々な研修）が，仕事や家族と過ごす時間帯まで及んでいるスケジュールや，なぜ入団したのか，どんな使命感を抱いているのかを資料として提示し，発言に消極的な児童が，自分の意見の根拠とできるようにする。
４．本時のねらい
　　消防団の活動について調べたり，消防団の人の手紙を読んだりする活動を通して，消防団の人たちが命がけで災害から自分達の地域を守ろうとしていることに気付き，自分達もにできることを考えることができる。
５．本時の展開　　　（本時の位置　　　４/６　　）
	過　程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点

	
	1. 上之郷地区で起きた災害や，地域で防災に関わる人を想起する。
○上之郷ではどんな人が防災に関わる活動をしているでしょうか。
・御嵩町役場の人たちや消防署の人達。
・可茂土木事務所の人たちや建設会社の人たち。
・消防団の第一分団の人達。
　○役場や消防署の人達と消防団の人達のちがいはどこでしょ
うか。
　・役場や消防署の人達の仕事は職業だけど，消防団の仕事はボランティアでやっているところがちがうと思う。
　・どんな気持ちで消防団の活動をしているのだろう。

消防団の人達はどんな仕事をどんな思いで行っているのだろ
う。
2. 消防団の活動について調べる。（個人追究）
　◆消防団の仕事　　◆消防団の１年間の活動
　◆消防団の活動の様子（写真）　◆消防団員さんの話
３.調べて分かったことを話し合う。（全体追究）
・消防団は火事の時だけでなく，災害が起きたときに備えて訓練を行っている。
・実際に災害が起きると，仕事中でも，現場に行って活動しなければならない。
・自分達の地域は自分達で守ろうという気持ちで，命がけで活動をしている。
・どんなに命がけで活動しても，命を守りきれるとは限らないから，地域の人達にも意識をもってほしいと思っている。
４．消防団第一分団長さんの話を聞く。
　○役場や消防署の人達と共通点は何でしょうか。
　・地域の人の命を守りたいだけでなく，地域の人に自分の命は自分で守る意識をもってほしいと願って仕事をしているところ。
5． まとめる。
消防団の人達は，自分達の地域は自分達で守らなければという気持ちで，いろいろな活動をしていることがわかった。もし，本当に災害が起きたとき，わたしたちのために，命がけで仕事をしてくれている人達の願いが無駄にならないように，自分の命は自分で守れるようにしたい。
	・上之郷で起きた災害の様子を表した写真資料を提示し，昨年のような大雨が降ったり，大地震が起きたりしたとき，自分が住む地域もいつどこで災害が起きるか分からない危険な地域であることを確認させる。
・「命を守る学習」でお世話になった方の写真を提示し，防災に関わる人達が身近にたくさんいたことを想起させる。
・消防団の人達がボランティアで活動していることに気付かせ課題づくりをする。
・上之郷地区の消防団の方に取材をし，資料としてまとめ提示する。

・消防団の思いについての理解を深めるために，全体追究後に第一分団長さんに話をしてもらう。

【評価規準】
消防団の人達の思いを受け止め，命を守るために自分にできることを考えてノートにまとめることができる。
【社会的な思考・判断・表現】
・まとめと感想を書かせ，消防団の人達の仕事や気持ちが分かったことだけでなく,自分にできることを考えた児童を紹介し，価値付け,次時へつなげる。


学習指導要領　社会科〔第５学年〕


１　目　標


我が国の国土の様子，国土の環境と国民生活との関連について理解できるようにし，環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め，国土に対する愛情を育てるようにする。


２　内　容


我が国の国土の自然などの様子について，次のことを地図や地球儀，資料などを活用して調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。


エ　国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災害の防止








自らの生命を守るために必要な事柄を知り，主体的に判断し安全な行動ができる児童の育成








学習研究部テーマ（研究内容①）


命やくらしの大切さや，その守り方を学ぶことができる指導





つ　か　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　か　　め　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめる





＜防災教育の観点＞


　消防団は，自分達の地域の人の命は自分達で守るという使命感をもって様々な活動を行っていることを理解することができる。


＜心構え・生き方＞








